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発達障害のある子どもの支援に学ぶ

しつけのイロハ 最終回

発達障害のある子どもは、周りの状況や相手の気持ちを察することが難し

い、じっくりと考えずに衝動的に行動してしまうなどがあり、叱られること

が多くなりがち。自信がなくなり、周囲に自分はだれからも認めてもらえな

いといういらだちから、反抗が強まっていく可能性があります。

トラブルへの対処法

子どもがトラブルを起こしたとき、「悪いことは悪い」と教えることは大切

です。その一方で、どうしてそうしたことをしてしまったか

を考え、適切な支援を継続していくことが必要です。

１ 子どもの行動の特徴をつかむ。

一人ひとり子どもによって必要な支援は異なります。この

子なりの好きなこと、こだわっていること、困っていること

など、普段の様子からこの子の理解をしていきます。そして、問題となる行

動があったとき、背景にあった出来事や気持ちを聞き取るようにします。

２ わかりやすく話す。

子どもに話をするときの基本は、「簡潔に」「分かりやすく」「具体的に」で

す。同時にいくつもの内容を伝えることで混乱をしてしまうことや、皮肉や

遠回しの表現、たとえ話の理解が困難な場合があります。

子どもの気持ちを察した上で、どうすればよかったかを具

体的に納得できるように伝える努力をします。

３ 肯定的な表現で話す。

否定的な表現に敏感な子どももいます。注意をするときに

は「～してはいけません」といった否定的な表現ではなく、

「～します（～しましょう）」といった肯定的な表現で、具

体的に行動を伝えます。口で言うだけよりも、ポイントを紙に書いたり絵に

表したりすることによって、理解しやすくすることも有効です。

４ 周りの理解を求める。

周りがちょっと気を遣えば、うまくできることもたくさんあります。悪い

のはこの子と決めつけず、この子を理解してかかわってくれる人間関係を構

築していくことが大切。経験を積み重ねるうちに、周囲に理解されながら、

うまく集団に適応して過ごすことができやすくなってきます。

キラリ輝くこの子のために(26)
続々


